
日本金属企業年金基金

事業所 ▪加入者

事業所・・・・・・・・・ 6（拠点）
加入者・・・・・・・・・    754人
 （男性　680人　女性　74人）

積立金

現在基金が保有している積立金の額は…
積立金額・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 35億1,320万円

年金受給者

現在基金から年金をうけている人は…
老齢給付金の受給権者数・・・・・・・・・・・・・・ 662人
老齢給付金の平均年金額（年額）・・・・・・・・ 202,391円

掛金（全額事業主負担）
将来の年金のため毎月支払われる掛金は…
標準掛金・・・・・・・・・・・・・　加入者1人当たり 13,660円
特別掛金・・・・・・・・・・・・・　加入者1人当たり 62,660円
事務費掛金・・・・・・・・・・・　加入者1人当たり 2,450円

基金に加入する事業所と加入者は…

平成22年度決算をお知らせします

2011年

発行11月

基金の現況（2011年3月末現在）



●損益計算書（平成22年4月1日～平成23年3月31日） （千円）

費　用　勘　定
科　　　目 決　算　額

収　益　勘　定
科　　　目 決　算　額

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

（ ）
（ ）
（ ）

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

（ ）
（ ）
（ ）

1. 経常収支
　給付費
　移換金
　運用報酬等
　業務委託費
　運用損失
2. 特別収支
　特別支出
　繰入金
3. 数理的評価の変動
　資産評価調整額減少額
　数理債務増加額
　未償却過去勤務債務等減少額
4. 基本金
　繰越不足金処理金
　別途積立金積増金
　当年度剰余金

計

160,027
297

14,635
8,949
36,222

－
－

－
84,261
553,342

－
－
－

857,733

1. 経常収支
　掛金等収入
　受換金等
　脱退一時金額受入金
　運用収益

2. 特別収支
　特別収入
　受入金
3. 数理的評価の変動
　資産評価調整額増加額
　数理債務減少額
　未償却過去勤務債務等増加額
4. 基本金
　別途積立金取崩金
　当年度不足金

計

697,260
－
－
－

－
－

－
－
－

－
160,473

857,733

●貸借対照表（平成23年3月31日現在） （千円）

資　産　勘　定
科　　　目 決　算　額

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

（ ）
（ ）
（ ）

負　債　勘　定
科　　　目 決　算　額

1. 純資産
　流動資産
  （現金・預貯金）
  （未収掛金）
  （未収受換金）
  （未収返納金）
　固定資産
  （信託資産）
  （保険資産）
  （投資）
2. 資産および負債の数理的評価
　資産評価調整額
　未償却過去勤務債務残高
3. 基本金
　繰越不足金
　当年度不足金

計

115,396
57,851
57,545

－
－

3,513,199
2,330,466
1,182,733

－

－
2,159,504

－
160,473
5,948,572

1. 純資産
　流動負債
  （未払運用報酬等）
  （未払業務委託費等）
　支払備金
  （未払給付費）
  （未払移換金）

　
2. 資産および負債の数理的評価
　資産評価調整控除額
　数理債務
3. 基本金
　別途積立金
　当年度剰余金

計

（ ）
（ ）

（ ）
（ ）

－
－
－

23,635
23,635

－

－
4,624,411

1,300,526
－

5,948,572

平成22年度決算のお知らせ
去る7月20日、当基金の代議員会が開催され、

平成22年度の決算および財政検証結果が承認されました。

企業年金基金

金 経 理年
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年金経理の財政検証結果

●貸借対照表（平成23年3月31日現在） （千円）

資　産　勘　定
科　目 決算額

流動資産
（現金・預貯金）
（未収事務費掛金）
固定資産
繰越勘定
繰越不足金
当年度不足金

計

39,377
（　37,530）
（　01,847）

－
－
－

1,587
40,964

－
－

40,964
－

40,964

負　債　勘　定
科　目 決算額

流動負債
固定負債
繰越剰余金
当年度剰余金

計

●損益計算書（平成22年4月1日～平成23年3月31日） （千円）
費　用　勘　定

科　目 決算額
22,709

－
630
－
－
643
－

23,982

22,383
－
－
12

1,587

23,982

収　益　勘　定
科　目 決算額

掛金収入
受入金
寄付金
雑収入
当年度不足金

計

事務費
代議員会費
業務委託費
機械処理経費
繰入金
雑支出
当年度剰余金

計

理 ・ 業 務 会 計経務業

　基金では、加入者・受給（権）者の皆さまの受給権保護のために、決算期ごとに年金資産の
積立状況を2つの基準（継続基準・非継続基準）で検証しています。 平成22年度の財政検証
においては、継続基準、非継続基準ともに基準値をクリアしました。

※責任準備金………将来の年金給付に備えて現時点で保有しておくべき年金資産。
※最低積立基準額… 現時点で基金が解散したと仮定した場合に、加入者、受給（権）者の加入期間に見合った給付をまかなう

ために必要な年金資産。

　今後とも制度が継続していくという観点
（継続基準）で、積立金の額が責任準備金に対
して十分であるかどうかを検証するものです。

●検証結果
許容繰越不足金を加
えた基金の純資産額
が責任準備金を上
回っており、基準値
をクリアしていま
す。継続基準上は財
政の健全性が保たれ
ていることが確認さ
れました。

純資産額＋許容繰越不足金
責任準備金

= ＞1.0
（基準値）

1.58

　制度を終了した場合に加入者や受給者の受
給権が確保されているかという観点（非継続
基準）で、積立金の額が最低積立基準額に対し
て十分であるかどうかを検証するものです。

●検証結果
最低積立基準額に対
する純資産額の割合
が0.9 を上回ってお
り、基準値をクリア
しています。非継続
基準上は財政の健全
性が保たれているこ
とが確認されまし
た。

純資産額
最低積立基準額

= ＞0.9
（基準値）

0.91

非継続基準継 続 基 準 21

（単位：百万円）

責任準備金
2,465

許容繰越不足金
293

純資産額
3,604

（単位：百万円）

最低積立基準額
3,924純資産額

3,604

（90％）
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　平成22年度の運用環境は、欧州のソブリン危機や中東・北アフリカ情勢の緊迫化、東日本大震災など、金融
市場に影響を及ぼす事態が続きました。国内外の景気拡大に不透明感が広がるなか、当基金の年金資産の
運用利回りは△1.19％となりました。引き続き、市場の動向を注視しつつ運用収益の確保に努めてまいります。

平成22年度 平成21年度

国
内
債券（NOMURA－BPI） 1.81％ 2.04％

株式（TOPIX＋配当） △  9.23% 28.47%

外
国
債券（CGWGBI、円換算後） △  7.54% 0.18%

株式（MSCI、円換算後） 2.41% 46.75%

委託先 期末資産額 シェア 総合収益 修正総合利回り

信託銀行（3社） 2,330百万円 66% △29百万円 △1.30%

生命保険（2社） 1,183百万円 34% △9百万円 △0.94%

合　　計 3,513百万円 100% △38百万円 △1.19%

国内債券
満期償還まで保有すれば、元本と一定利率の保証がある資産。
国内株式
高収益が期待できるリスク性資産。
外国債券
国内債券に比べ比較的高金利が望めるが、為替相場の影響
などに留意する必要がある。
外国株式
為替リスクはあるが、各国の資産価格に変動があるため、リス
ク分散と高収益が見込まれる。

総合収益…実際に得られた収益に時価を反映した収益
修正総合利回り…運用結果として得られた収益率に時価の変動分を加味した利回り

欧州経済の停滞を発端とする主要国の通貨安で、外
国債券の金利が低下、外国株式においては一時下落
したものの、米国の経済指標が好転したことなどから
上昇に転じました。国内債券は日銀の金融緩和の強
化により、金利は低下基調となりました。国内株式は
長引く円高や東日本大震災の影響で、一時8,000円
台まで下落するなどおおむね低調に推移しました。

国内債券

国内株式外国債券

外国株式 23%

7%

27%

25%
18%

その他資産

平成 

年度
 22 資産運用結果を

　　お知らせします

委託先別運用結果

資産構成割合

（平成22年4月1日～平成23年3月31日）

（平成23年3月31日現在）

平成22年度の市場動向
●市場の収益率  （平成23年3月31日現在）
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